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固相法によるRIA全自動化の促進

計屋巳実、　岩崎　宏司、

藤本　　進、　宇津木昌子、

平谷隆）》・

本保善一郎

　　（長崎大　放）
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解析

Precisi。n　profileよりみた測定精度の

真坂美智子、吉見輝也（浜松医大、2内）

山田鎌太郎、金子昌生（同大、放）

佐々木正治（日本オリベツテイ）
近時、　R工A　検査法は抗体精製技術の向上と同時に、

抗体をビーズやラア紙あるいは試験管にコーティングする技術

の向上により従来から行われてきた二抗体法からB／F分離

のために遠心分離操作の不用な、　また分注回数を減ずる固

相法へ変わりつつある。これは一連の操作を機械化し、　自

動化しようとする動きからであろう。　演者らも最近固相法

による　AF’P、　CPR、　［IISH　や　CEA　などを検討し二抗体

と比較したが全般的によく相関し、　cV　もほぼ満足できる

ことを確認している。　固相法は現在部分的に機械化されて

いる分注機、　自動洗絃機、　放射能測定～データー処理装

置などを総合すればよい、　自動化し易いものと考えられる。

現在国内で使用されている完全自動測定装置は　1～2　機種

しかない。　これらの事実をふまえて自動化の可能性を考察

し、　そのうn用性の問題点（分注機の検体汚染、　インキュ

ベーションなど）について検討したので報告する。

　近年Response　Error　Relationship（RER）や

Precision　Profileが精度管理に導入されるようにな

ってきた。私たちもインスリン、LH、　FSH、　GH

T3、　T4の項目についてPrecision　Pr。fileから測定精

度の解析を試みたので報告する。

　無作為に抽出した10回測定時の標準曲線、管理血1

清（4濃度）を標本としてRERを作成した。データ処
理にはNSB補正をしたy一士＋・をn］いた・

　RERより得られたslopeはいずれの項目でも○．　Ol

～O．03の間であったが、sl・peの振れは低濃度側の

ばらつきに大きく依存するようであり、低濃度側にお

ける管理の厳密性が要求される項目について、特に有

効であると思われた。しかし、測定毎のPrecisi。n

Pr。fileを作成することは、各濃度領域の精度の変動

を詳細に把握することができ、精度管理には有用性が

高いものと考えられた。

36　　　　シリカゲル吸着法による血清（1　34）
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　合成ヒト（1－34）PTHを用いて（1－34）
PTHのラジオイムノアッセイを確立した。抗体はカ

ルボイミド法により、（1－34）PTHとBSAを
結合させた後Complete　Frθund’s　adjuvantと共に家兎

に免疫して作製した。標識抗原はCT法により作製し

用時SephadexG　l　O　Oにて精製して用いた。本抗体は、

最終希釈倍率30．000倍にて40％の結合率を示し、

BovinPTHとの交又は1％以下であった。血清2mユ

にシリカゲル30mgを添加し、（1－34）PTHを
吸着させた後塩酸一アセトン（20：80）にて溶出

した。37°C恒温槽にてAirを吹きつけ乾固させた

後RIAに供した。BF分離は25％PEGにて行っ
た。本測定系の最低検出感度は15pg／m1であり健常

成人30例における値は120pg／m1以下であった。

慢性腎不全患老38例を対象にし、透析前後における

血中（1－34）PTH、C－PTH、Ca、Pの値を
測定した。（1－34）PTH、Ca、　Pにおいては有

意差（P＝O．　001）が認められたが、C－PTHは

認められなかった。また（1－34）PTHとC－P
THとは相関関係を示さなかった。

　Ratの肝および脂肪組織のMalicEnz　yrne　〈　ME）は

甲状腺ホルモン，食餌などの影響を受けるが，この影

響を詳細に検討する目的で同酵素測定のためのRIA

を開発したので報告する。

　MEは，甲状腺ホルモンと高炭水化物低脂肪食で誘

導したRat肝より，　Yeungらの方法に従いaffinity

chromatographyを用いて精製した。純度はDisc

electrophoresisにより確認した。これをFreund
のcomplete　adjuvantとともに家兎に免疫し，

Ouchterlony法鈍びimmunoelectrophoresis
により抗血清の特異性を確認した。MEはChloram－
　　　　　　　125inT法により　1でラベルした。BF分離は二抗体
法で行なった。MEの酵素活性はWiseらの分光学的

方法で測定した。

　RIAの測定感度は0．5～100unitであり，　Rat肝

および脂肪組織homogenate中の濃度は，分光学的方

法により得られた酵素活性と良好な相関を示した。

　RIAの開発により，分光学的方法よりも低濃度の

MEの測定が可能となり，しかも酵素量を直接測定で

きるため，ホルモン，食餌などによるME誘導に関す

る詳細な検討を行なう上で本法は有用と考えられる。
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